





































解 析 方 法
有限要素法汎用ソフト を用い，図 に示





















図 には長さ ，肉厚 ，一辺の長さ
のアルミニウム合金 の角筒に
純ねじり荷重を作用させたときのねじれ角 とねじ
りモーメント との関係について， ら の




























































点 を通る角筒断面に沿う 図 中の 座標 図 の
， ， ， の各印で示した，座屈前，座屈時，及
び座屈後の各変形段階での，せん断応力の分布を示す






メントがピーク を示す原因は，図 の で示し
たように，中央部の応力減少と角部の応力が上昇の限
界を迎えるためである．
また，図 ， には，崩壊時 ，崩壊後 での角






















































また， は の式 を用いる．図 に，








応力を とした場合，約 ≧ ，角
筒は弾性座屈が生じる前にねじりによるせん断応力が
降伏応力に達したため，塑性座屈となる．
崩壊様子 図 と図 にはそれぞれ































































































中央部での凹みを とする．図 には， ，





また，図 には ら による凹み率の評価式
ここで，
も合わせて示しているが， の結果との誤差は大
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